
は
じ
め
に

近
世
中
後
期
、
住
友
銅
吹
所
へ
幕
府
の
老
中
の
見
分
が
一
四
回
あ
っ
た
。
見
分

は
大
き
な
栄
誉
で
あ
る
が
、
こ
の
機
会
に
、
御
目
見
・
献
上
・
拝
領
な
ど
を
実
現

し
、
老
中
と
の
間
に
儀
礼
上
の
関
係
を
築
い
て
い
っ
た
。
老
中
見
分
の
背
景
や
当

日
応
接
の
儀
礼
に
関
し
て
は
す
で
に
紹
介
・
検
討
し
た
の

（

）

で
、
今
回
は
御
目
見
・

献
上
・
拝
領
な
ど
を
通
し
て
、
豪
商
と
は
い
え
一
町
人
で
あ
る
住
友
の
身
分
制
社

会
に
お
け
る
行
動
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

一

幕
府
高
官
と
の
接
触
の
沿
革

鎖
国
開
始
の
こ
ろ
、
銅
の
輸
出
が
禁
止
さ
れ
た
と
き
、
住
友
家
二
代
友
以
が
解

禁
の
た
め
大
い
に
運
動
し
て
奏
功
し
た
こ
と
が
銅
屋
仲
間
の
由
緒
に
再
三
記
載
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
件
に
関
す
る
直
接
の
史
料
は
知
ら
れ
な
い
が
、
由
緒
は
（
年
次

に
誤
記
は
あ
る
が
）
ほ
ぼ
事
実
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
延
宝
元
年
（
一
六
七

三
）
に
始
ま
る
足
尾
五
ケ
一
銅
引
請
け
問
題
の

（

）

際
は
、
住
友
（
三
代
友
信
）
は
仲

間
と
と
も
に
勘
定
奉
行
・
長
崎
奉
行
・
大
坂
町
奉
行
に
訴
願
し
、
幕
領
の
足
尾
銅

の
輸
出
を
、
長
崎
に
お
け
る
銅
屋
の
銅
輸
出
独
占
体
制
の
枠
に
取
込
む
こ
と
に
成

功
し
た
。

近
世
初
期
に
徳
川
家
康
か
ら
用
達
町
人
と
し
て
取
立
て
ら
れ
た
当
時
の
有
力
町

人
茶
屋
・
角
倉
・
後
藤
ら
、
大
坂
で
い
え
ば
三
町
人
の
尼
崎
・
寺
島
・
山
村
が
、

天
下
人
家
康
に
御
目
見
・
近
侍
し
、
惣
年
寄
た
ち
が
将
軍
家
に
拝
礼
の
た
め
参
勤

し
た
の
と
は
違
い
、
銅
屋
仲
間
と
奉
行
た
ち
と
の
間
は
、
相
当
隔
て
が
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

元
禄
十
四
年
（
一
七

一
）
銀
座
加
役
の
銅
座
設
置
が
あ
り
、
翌
十
五
年
佐
渡

奉
行
兼
帯
勘
定
奉
行
荻
原
重
秀
が
銅
吹
屋
兼
銅
山
師
の
泉
屋
住
友
と
大
坂
屋
に
出

近
世
中
後
期
、

老
中
の
住
友
銅
吹
所
見
分
と
御
目
見
・
献
上
・
拝
領

今

井

典

子



府
を
命
じ
て
銅
山
振
興
策
を
出
さ
せ
、
そ
の
結
果
住
友
の
別
子
銅
山
の
永
代
稼
行

（
そ
れ
ま
で
は
五
年
請
負
の
継
続
）
・
買
請
米
・
年
賦
拝
借
金
が
許
可
さ
れ
た
。

同
時
に
全
国
の
銅
山
の
状
況
書
上
や
そ
の
た
め
の
実
地
調
査
も
住
友
の
業
務
の
よ

う
に
な
っ
た
。
幕
府
は
金
銀
山
の
状
況
は
現
地
役
人
か
ら
直
接
に
、
あ
る
い
は
金

座
・
銀
座
を
通
じ
て
把
握
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
銅
座
は
銀
座
の
加
役
で
御
用

銅
の
買
入
は
し
て
も
銅
山
の
状
況
を
把
握
す
る
に
は
住
友
を
利
用
す
る
必
要
が

あ
っ
た
。
た
だ
し
特
段
の
肩
書
き
は
な
く
、
住
友
は
銅
吹
屋
仲
間
の
な
か
の
大
吹

屋
（
銅
山
持
ち
の
吹
屋
、
ほ
か
に
大
坂
屋
・
大
塚
屋
が
あ
る
）
と
い
う
立
場
で

あ
っ
た
。

元
禄
十
六
年
五
月
二
十
一
日
、
泉
屋
吉
左
衛
門
（
住
友
家
四
代
友
芳
）
は
帰
府

途
中
大
坂
に
立
寄
っ
た
長
崎
奉
行
林
土
佐
守
（
忠
和
）
に
御
目
見
し
た
。
記
録
の

書
き
ぶ
り
は
、
初
め
て
と
か
特
別
の
こ
と
と
い
う
風
で
は
な
い
。
正
徳
二
年
（
一

七
一
二
）
銅
座
が
廃
止
さ
れ
、
銅
吹
屋
仲
間
が
長
崎
廻
銅
を
請
負
っ
た
と
き
、
そ

の
措
置
は
勝
手
掛
老
中
大
久
保
加
賀
守
（
忠
増
）
の
命
令
と
し
て
大
坂
町
奉
行
か

ら
伝
え
ら
れ
た
。
同
五
年
か
ら
銅
吹
屋
（
本
人
）
が
町
奉
行
所
へ
出
頭
す
る
際
に

脇
指
を
帯
び
る
こ
と
が
許
可
さ
れ
た
。
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
十
月
帰
府
の
長

崎
奉
行
石
河
土
佐
守
（
政
郷
）
の
着
坂
の
祝
儀
に
泉
屋
・
吹
屋
・
平
野
屋
・
多
田

屋
が
出
向
い
た
と
こ
ろ
即
座
に
御
目
見
が
あ
っ
た
。

（

）

御
目
見
は
恒
例
化
し
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。

大
吹
屋
の
大
坂
屋
久
左
衛
門
（
元
禄
十
年
か
ら
四
か
年
阿
仁
銅
山
の
小
沢
山
を

請
負
）
は
、
正
徳
四
年
久
保
田
に
下
向
し
、
藩
主
佐
竹
義
格
に
御
目
見
し
た
。
山

師
が
秋
田
藩
主
に
御
目
見
す
る
の
は
こ
れ
以
前
北
国
屋
の
例
が
あ
る
。

（

）

二

最
初
の
老
中
御
目
見

享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
五
月
二
十
一
日
大
坂
城
代
安
藤
重
行
（
美
濃
加
納
藩

主
）
が
（
多
分
在
坂
の
ま
ま
）
老
中
に
任
命
さ
れ
、
六
月
友
昌
（
住
友
家
五
代
）

は
南
組
惣
年
寄
新
屋
庄
左
衛
門
（
江
川
氏
）
の
仲
介
で
大
坂
で
御
目
見
し
た
。
恐

ら
く
か
ね
て
城
代
安
藤
氏
へ
の
出
入
り
（
館
入
）
と
御
目
見
を
出
願
し
て
い
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
老
中
へ
の
館
入
は
確
認
で
き
る
限
り
最
初
で
あ
る
。
な
お
安
藤

氏
が
宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
陸
奥
磐
城
平
へ
転
封
に
な
っ
て
か
ら
館
入
は
自
然

消
滅
し
た
が
、
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
江
戸
中
橋
店
が
老
中
安
藤
信
成
に
館

入
を
出
願
し
て
許
可
さ
れ
た
。
享
保
十
七
年
友
昌
の
弟
千
代
之
助
が
松
山
藩
か
ら

十
人
扶
持
を
得
た
こ
と
と
合
わ
せ
考
え
る
と
、
安
藤
氏
へ
の
館
入
は
、
友
昌
の
弟

た
ち
の
将
来
の
分
家
に
備
え
た
資
産
作
り
と
も
考
え
ら
れ
る
。

（

）

館
入
は
一
般
的
に

は
資
金
提
供
と
一
体
の
も
の
な
の
で
、
住
友
（
と
く
に
大
坂
の
本
店
）
に
お
け
る

館
入
の
意
義
は
、
時
代
が
下
が
る
と
受
動
的
・
消
極
的
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

三

大
坂
町
奉
行
へ
の
御
目
見

享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）
居
宅
屋
敷
の
諸
役
免
許
を
、
享
保
飢
饉
の
際
の
施

行
に
対
す
る
褒
賞
と
し
て
大
和
屋
上
田
氏
・
平
野
屋
高
木
氏
と
と
も
に
受
け
た
。

諸
役
免
許
に
伴
い
町
奉
行
か
ら
認
め
ら
れ
た
事
柄
に
、
五
人
組
か
ら
の
脱
退
、
金

銀
訴
訟
で
奉
行
所
へ
出
頭
す
る
の
に
脇
差
を
指
し
奉
行
の
用
人
に
訴
状
を
差
出
し

町
年
寄
・
五
人
組
の
同
道
不
要
な
ど
が
あ
り
、
町
人
と
し
て
ひ
と
つ
の
格
式
を
獲

得
し
た
と
い
え
る
。

こ
れ
以
後
、
町
奉
行
へ
の
御
目
見
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
。
元
文
三
年
（
一



七
三
八
）
佐
々
美
濃
守
（
成
意
）
は
町
人
の
出
入
り
の
難
し
い
家
と
の
評
判
で

あ
っ
た
が
、
伝
手
を
求
め
て
御
目
見
し
た
。
翌
年
稲
垣
淡
路
守
（
種
信
）
に
羽
織

拝
領
を
出
願
し
て
実
現
し
た
が
、
そ
の
と
き
は
同
様
に
居
宅
屋
敷
の
諸
役
免
許
を

受
け
た
上
田
氏
が
、
佐
々
奉
行
か
ら
拝
領
し
た
か
ら
稲
垣
奉
行
か
ら
も
同
様
に
と

願
っ
て
受
け
た
例
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
で
住
友
も
と
い
う
論
法
で
出
願
し
獲
得
し

た
。
（

）時
代
が
下
が
る
と
御
目
見
や
上
下
拝
領
は
恒
例
化
し
、
奉
行
と
の
距
離
感
は
縮

小
し
た
。

四

長
崎
奉
行
の
送
迎
・
御
目
見
・
献
上

長
崎
奉
行
へ
は
第
一
次
銅
座
設
置
以
後
御
目
見
が
恒
例
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
長
崎
奉
行
の
住
友
銅
吹
所
見
分
の
最
初
は
寛
延
元
年
（
一
七
四
八
）
八
月
二

十
四
日
松
浦
河
内
守
（
信
正
）
の
見
分
で
あ
る
。
同
三
年
二
月
一
日
老
中
の
初
め

て
の
見
分
が
あ
り
、
七
月
銅
座
が
廃
止
さ
れ
、
八
月
御
用
銅
は
長
崎
の
直
買
上
と

な
っ
た
。
松
浦
は
勘
定
奉
行
兼
帯
の
長
崎
奉
行
と
し
て
長
崎
の
貿
易
改
革
の
任
を

帯
び
て
下
向
す
る
途
中
で
あ
っ
た
。

長
崎
か
ら
江
戸
へ
帰
府
す
る
長
崎
奉
行
を
西
国
街
道
の
十
三
渡
（
現
、
大
阪
市

淀
川
区
）
ま
で
出
迎
え
る
の
は
、
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
泉
屋
・
大
坂
屋
・
丸

銅
屋
・
平
野
屋
が
出
迎
え
た
記
事
が
初
出
で
あ
る
が
、
恒
例
と
な
る
の
は
宝
暦
頃

で
あ
り
、
寛
政
頃
か
ら
西
宮
出
迎
え
が
恒
例
と
な
っ
た
。
長
崎
へ
下
向
す
る
奉
行

を
大
津
ま
で
出
向
い
て
出
迎
え
る
の
は
元
文
四
年
が
最
初
で
次
い
で
宝
暦
十
二
年

（
一
七
六
二
）、
十
三
ま
で
見
送
る
の
は
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
が
最
初
で
、

徐
々
に
恒
例
化
し
た
。
下
向
す
る
奉
行
を
、
当
時
恐
ら
く
銅
吹
屋
仲
間
で
唯
一
江

戸
に
出
店
を
も
つ
住
友
の
中
橋
店
手
代
が
下
向
す
る
長
崎
奉
行
を
品
川
ま
で
見
送

る
こ
と
も
、
安
永
頃
に
恒
例
化
し
た
。

献
上
は
宝
暦
頃
か
ら
恒
例
化
し
た
よ
う
で
あ
る
。
宝
暦
二
年
八
月
下
向
の
長
崎

奉
行
の
役
人
中
四
人
へ
惣
仲
間
中
か
ら
贈
っ
た
餞
別
の
越
後
縮
四
反
は
受
領
さ
れ

な
か
っ
た
。
こ
れ
以
前
に
献
上
の
記
事
は
見
え
な
い
。
翌
年
下
向
の
奉
行
も
受
取

ら
な
か
っ
た
が
、
そ
の
年
帰
府
の
奉
行
は
、
奉
行
に
素
麺
一
箱
、
家
老
に
柄
糸
一

具
、
用
人
三
人
に
胸
紐
五
掛
入
一
箱
宛
を
差
出
し
、
受
領
さ
れ
た
。

奉
行
か
ら
の
上
下
拝
領
は
最
初
は
私
的
に
金
子
を
用
立
て
た
奉
行
か
ら
あ
っ
た

が
、
銅
座
掛
屋
を
請
負
っ
て
か
ら
は
、
調
達
銀
へ
の
褒
詞
と
と
も
に
賜
与
さ
れ
る

こ
と
が
恒
例
化
し
た
。

住
友
は
長
崎
奉
行
に
対
し
て
は
、
町
奉
行
の
場
合
と
は
異
な
り
、
銅
吹
屋
仲
間

の
一
員
、
そ
の
筆
頭
と
し
て
行
動
し
、
送
迎
・
御
目
見
・
献
上
の
儀
礼
も
仲
間
一

統
が
原
則
で
あ
っ
た
。
老
中
の
住
友
見
分
の
際
も
仲
間
が
詰
め
た
。
時
代
が
下
が

る
と
住
友
は
、
別
子
銅
山
の
山
師
と
銅
座
掛
屋
と
し
て
別
格
扱
い
の
側
面
が
出
て

く
る
が
、
仲
間
一
統
の
原
則
は
最
後
ま
で
崩
れ
な
か
っ
た
。

（

）

五

老
中
応
接
の
概
容

送
迎
・
御
目
見
・
献
上
・
拝
領
な
ど
は
き
め
細
か
く
行
う
の
が
丁
重
で
格
が
高

い
。
そ
れ
ら
を
回
数
を
重
ね
る
ご
と
に
拡
大
し
、
先
例
と
し
た
。
見
分
当
日
座
敷

で
供
応
す
る
と
き
、
三
町
人
の
尼
崎
で
は
な
く
主
人
が
直
接
給
仕
す
る
こ
と
も
実

現
し
恒
例
化
し
た
。
送
迎
な
ど
に
出
向
く
に
は
当
該
老
中
と
大
坂
町
奉
行
（
大
坂

近世中後期、老中の住友銅吹所見分と御目見・献上・拝領



巡
見
の
管
理
者
）
の
許
可
が
必
要
で
あ
っ
た
が
、
町
奉
行
に

と
っ
て
見
分
を
滞
り
な
く
遂
行
す
る
た
め
に
住
友
の
先
例
が

参
考
に
な
る
面
も
あ
っ
た
。
老
中
の
大
坂
で
の
宿
舎
、
本
陣

に
藩
邸
を
提
供
す
る
松
山
藩
（
五
回
目
・
一
四
回
目
は
別
）

は
、
藩
の
預
地
で
あ
る
伊
予
の
幕
領
に
別
子
銅
山
が
所
在
す

る
た
め
平
素
か
ら
住
友
と
は
関
係
が
深
く
、
老
中
見
分
に
も

種
々
の
配
慮
を
示
し
た
。

老
中
の
見
分
に
よ
っ
て
、
ま
ず
老
中
の
本
陣
に
送
迎
の
挨

拶
に
行
く
資
格
を
獲
得
・
実
行
、
次
に
は
従
来
か
ら
の
館
入

と
い
う
縁
故
の
あ
る
老
中
の
見
分
の
機
会
に
、
御
目
見
・
献

上
・
拝
領
な
ど
の
実
現
を
は
か
っ
た
。
そ
の
次
に
は
館
入
で

な
い
老
中
に
も
見
分
の
際
の
先
例
と
し
て
出
願
・
実
現
し
、

館
入
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
た
だ
し
館
入
は
目
的
で
は
な

く
御
目
見
や
拝
領
の
手
段
と
い
う
意
識
が
顕
著
に
認
め
ら
れ

る
。
一
四
回
の
老
中
見
分
の
概
容
は
表

の
と
お
り
で
あ

る
。見

分
応
接
記
録
の
精
粗
は
毎
回
同
じ
で
は
な
い
の
で
、
項

目
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
踏
襲
さ
れ
逆
行
は
な
か
っ
た
と
い
え

る
か
ど
う
か
、
確
実
に
は
分
か
ら
な
い
部
分
が
あ
る
が
、
大

筋
で
は
逐
次
先
例
と
し
て
積
重
ね
ら
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

表 老中見分時、御目見・献上・拝領の概容

回数 年次 老 中 領地 特 記 事 項
寛延 本多伯耆守（正珍） 田中 見分後本陣玄関で手札差出
宝暦 松平右近将監（武元）館林

天明 松平越中守（定信） 白河

江戸発駕以前中橋店が家臣に接触の始め。大
津出迎えの始め。手札に予州別子立川両御銅
山師并御用糺吹師泉屋万十郎の肩書・名前を
初めて使用

寛政元 閏 松平和泉守（乗完） 西尾

従来から館入。京都で熨斗、大坂で飛水鏡を
献上。初めて御目見・拝領を出願、拝領は成
らず。和泉守に遠慮して泉屋を避け銅吹屋万
十郎と称す

寛政 松平伊豆守（信明） 吉田
（主人吉次郎友端幼少）見分後熨斗を本陣へ持
参献上、以後恒例化

寛政 戸田采女正（氏教） 大垣 （主人幼少）
享和 閏 土井大炊頭（利厚） 古河 （主人病気）
文化 安藤対馬守（信成） 磐城平（主人病気）従来から館入、初めて上下拝領

文化 酒井讃岐守（忠進） 小浜

従来から館入。手札に予州御銅山御用達住友
吉次郎の肩書・苗字を初めて使用。御目見、
以後先例となる。初めて座敷で煙草盆・茶・
菓子・ 石箱などを主人が直接給仕、以後の
先例となる

文政 松平和泉守（乗寛） 西尾 と同一の家、上下拝領
文政 水野出羽守（忠成） 沼津 見分応接の便宜のため出願して館入となる
嘉永 松平和泉守（乗全） 西尾 と同一の家
安政 脇坂中務大輔（安宅）龍野 館入ではないが先例をたてに出願し、上下拝領
文久 小笠原図書頭（長行）唐津 町触の趣旨を受け万端手軽に応接
御老中御見分扣 一番 、 同 二番 、 同 三番 に拠る。



六

安
政
四
年
（
一
三
回
目
）
の
場
合

老
中
見
分
の
最
終
の
一
四
回
目
は
、
万
端
手
軽
に
運
ぶ
よ
う
に
と
い
う
町
触
の

趣
旨
に
添
っ
て
行
わ
れ
た
の
で
、
先
例
の
積
重
ね
の
う
え
に
立
っ
て
行
わ
れ
た
最

終
回
は
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
の
一
三
回
目
で
あ
る
。
そ
の
応
対
の
発
端
に
お

け
る
先
例
の
積
重
ね
と
活
用
の
状
況
を
み
て
み
た
い
。

次
の
史
料
は
（

）

三
段
か
ら
成
る
。
第
一
段
は
松
山
藩
邸
留
守
居
か
ら
の
老
中
見
分

の
報
知
で
、
第
二
段
は
そ
れ
を
受
け
て
大
坂
の
本
店
か
ら
江
戸
中
橋
店
へ
事
前
の

手
配
を
指
示
し
た
書
状
、
第
三
段
は
先
例
を
記
し
て
同
封
し
た
別
紙
で
あ
る
。
十

月
十
二
日
に
町
奉
行
所
か
ら
公
式
の
通
知
が
あ
る
前
に
、
本
陣
と
な
る
松
山
藩
邸

か
ら
報
知
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

御
老
中
脇
坂
中
務
太
輔
様
京
都
御
所
司
代
本
多
美
濃
守
様
御
引
渡
為
御
用
御
上

京
、
其
節
大
坂
表
御
巡
見
被
遊
候
ニ
付
、
松
山
御
屋
敷
左
之
通
廻
状
を
以
為
御

知
有
之
候
事

然
者
脇
坂
中
務
太
輔
様
御
所
司
代
御
引
渡
御
上
京
、
右
御
用
相
済
大
坂
表

被
成
御
巡
見
候
ニ
付
、
此
許
御
滞
留
中
隠
岐
守
殿
屋
敷
御
用
立
被
申
付
、

尤
来
ル
廿
五
日
江
戸
表
御
発
駕
、
来
月
中
比
当
表
江
御
入
込
之
趣
ニ
而
、

右
為
御
知
迄
如
此
御
座
候
、
以
上

十
月
七
日

佐
治
源
五
右
衛
門

（
以
上
第
一
段
）

右
之
通
為
御
知
有
之
候
ニ
付
、
何
れ
当
方
吹
所
江
も
被
為
入
候
ニ
付
、
急
々
手

当
可
致
、
然
ル
処
是
迄
被
為
入
候
御
老
中
様
方
者
大
体
御
館
入
致
候
ニ
付
、
前

以
内
願
致
置
候
得
共
、
脇
坂
様
者
御
館
入
ニ
も
無
之
故
、
江
戸
表
ニ
而
急
々
手

筋
を
以
申
入
置
候
様
中
橋
店
へ
出
状
左
ニ

一
御
老
中
脇
坂
中
務
太
輔
様
此
度
京
都
御
所
司
代
御
引
渡
為
御
用
御
登
京
被

遊
、
其
節
大
坂
表
御
巡
見
被
為
在
候
由
松
山
御
屋
敷

為
御
知
有
之
、
右
ニ

付
先
例
之
通
当
方
吹
所
江
も
被
為
入
候
御
儀
ニ
付
、
是
迄
御
老
中
様
方
御
見

分
之
先
例
書
付
別
紙
ニ
申
上
候
間
、
兼
而
御
掛
り
様
方
へ
御
願
込
置
可
被
下

候
、
尤
是
迄
御
館
入
之
御
方
様
者
右
願
込
都
合
も
宜
候
得
共
、
脇
坂
様
者
御

館
入
ニ
無
之
故
程
能
手
筋

御
申
入
無
之
而
者
行
届
申
間
敷
候
間
、
其
段
都

合
能
御
取
計
可
被
下
候

一
是
迄
御
館
入
之
御
老
中
様
方
者
、
御
上
坂
之
節
御
上
下
又
者
御
時
服
等
拝
領

被
仰
付
候
事
も
御
座
候
得
共
、
御
館
入
不
仕
御
方
様
者
拝
領
物
者
無
之
、
乍

去
御
取
扱
之
処
者
別
紙
之
通
大
体
同
様
ニ
而
、
格
別
相
替
候
事
者
無
御
座

候
、
文
政
八
酉
年
水
野
出
羽
守
様
大
坂
御
巡
見
之
節
者
、
御
館
入
ニ
無
之
故

御
地
ニ
而
御
勝
手
御
掛
り
へ
先
例
書
を
以
御
内
願
有
之
候
処
、
御
館
入
相
願

候
様
御
先
方

被
仰
下
ニ
付
、
早
速
御
地
ニ
而
御
館
入
御
願
出
御
聞
済
ニ
相

成
候
故
、
御
見
分
之
節
万
端
都
合
能
相
済
申
候
、
尤
御
館
入
願
ニ
而
も
金
談

等
之
儀
被
仰
出
候
事
ニ
も
無
之
、
年
頭
ニ
扇
子
箱
献
上
致
候
ハ

宜
と
の
事

ニ
而
、
別
而
手
軽
ニ
相
済
候
事
ニ
御
座
候

一
此
度
も
御
内
願
被
成
候
へ
者
御
表
方
御
役
人
様
方
ニ
而
ハ
手
遠
候
ニ
付
、
矢

張
ケ
様
之
事
ハ
御
勝
手
方
御
賄
方
等
へ
御
願
込
候
方
可
然
奉
存
候
、
尤
出
羽

守
様
へ
願
候
時
ハ
、
御
勘
定
奉
行
御
吟
味
役
方
へ
相
願
候
、
御
屋
敷
様
ニ
寄

而
御
掛
り
色
々
御
座
候
間
、
其
辺
ハ
御
見
計
可
然
御
取
繕
可
被
下
候

一
御
老
中
様
方
御
館
入
不
仕
共
大
体
別
紙
之
振
合
ニ
御
座
候
間
、
先
例
御
申

近世中後期、老中の住友銅吹所見分と御目見・献上・拝領



立
、
仮
令
御
館
入
不
仕
共
御
役
人
様
方
之
内
程
能
御
願
込
、
御
目
見
等
之
処

宜
御
都
合
可
被
下
候
、
拝
領
物
之
所
ハ
達
而
共
難
申
上
候
間
、
如
何
様
ニ
而

も
宜
候
、
夫
も
可
相
成
者
御
上
下
被
下
置
候
ハ

大
ニ
都
合
者
宜
候

一
御
館
入
願
候
事
ニ
候
得
者
、
御
地
御
実
印
紙
有
之
候
間
当
地
へ
御
掛
合
ニ
不

及
御
書
付
御
差
出
可
被
成
候
、
最
早
日
限
間
合
も
無
之
場
ニ
付
、
此
義
も
為

念
申
入
置
候

一
脇
坂
様
当
月
廿
五
日
比
御
地
御
発
駕
之
由
承
り
候
、
弥
左
様
御
座
候
ハ

少

し
も
早
く
御
願
込
被
下
度
、
猶
又
御
供
御
役
人
様
方
御
名
前
書
も
御
聞
合
御

申
越
可
被
下
候
、
御
発
駕
日
限
も
弥
治
定
之
所
早
々
御
申
越
可
被
下
候

一
前
書
御
見
分
ニ
付
而
者
夫
迄
ニ
御
家
督
之
御
沙
汰
無
之
候
ハ

、
旦
那
様
御

病
気
之
姿
ニ
而
御
名
代
若
旦
那
様
御
勤
被
遊
候
様
罷
成
候
、
可
相
成
者
夫
迄

ニ
御
家
督
御
沙
汰
有
之
候
ハ

御
直
勤
ニ
付
大
ニ
都
合
宜
候
、
其
儀
も
御
含

置
御
内
願
可
申
候

右
之
段
急
便
を
以
得
貴
意
候
、
状
着
否
手
筋
を
以
御
願
込
可
被
下
候
、
元
来
ケ

様
之
事
者
御
地
ニ
お
い
て
篤
ニ
も
御
噂
可
有
之
、
左
候
ハ

早
々
御
申
越
有
之

度
当
方
心
得
ニ
も
相
成
、
且
者
御
見
分
ニ
付
繕
普
請
等
可
仕
事
も
御
座
候
、
其

上
前
文
之
通
内
願
等
致
候
ハ

少
し
者
間
合
無
之
而
者
何
分
急
率
之
事
ニ
而
自

然
不
都
合
ニ
相
成
可
申
、
以
来
者
御
心
得
置
可
申
候
、
先
者
右
得
貴
意
度
早
々

如
此
御
座
候

十
月
八
日

後
藤
作
兵
衛

鷹
藁
源
兵
衛

越
智
全
九
郎
様

吉
村
市
郎
右
衛
門
様

（
以
上
第
二
段
）

別
紙

一
京
都
御
着
之
節
大
津
駅
迄
吉
次
郎
為
御
出
迎
罷
出
候
事

一
京
都
御
着
之
上
御
末
広
一
握
奉
献
上
候
外
ニ
、
御
家
老
様
・
御
用
人
様
方
へ

御
扇
子
壱
箱
宛
奉
差
上
候
事

但
於
京
都
御
目
見
被
為
仰
付
候
事
も
御
座
候
へ
共
、
御
序
不
被
為
在
候
節

者
、
於
御
旅
館
御
目
見
被
為
仰
付
候
事

於
大
坂
御
目
見
被
為
仰
付
候
ハ

銅
吹
所
御
見
分
御
入
込
被
為
仰
付
候
様

奉
願
上
候
事

一
大
坂
表
御
着
之
節
者
御
船
場
迄
御
出
迎
恐
悦
奉
申
上
候
事

一
大
坂
御
着
後
所
々
御
巡
見
吉
次
郎
銅
吹
所
御
見
分
被
為
入
候
節
、
吉
次
郎
御

出
迎
、
吹
方
御
案
内
并
ニ

石
箱
献
上
、
御
茶
・
御
菓
子
御
給
仕
奉
差
上
候

事
一
銅
吹
所
御
見
分
相
済
候
後
為
御
礼
御
旅
館
へ
参
上
、
御
熨
斗
奉
献
上
候
事

一
大
坂
御
滞
留
中
日
々
奉
伺
御
機
嫌
候
事

一
御
発
駕
之
節
者
大
坂
出
口
玉
造
迄
御
見
送
奉
申
上
候
事

右
之
通
御
地
ニ
お
い
て
御
見
繕
御
書
上
可
被
下
候
、
尤
御
館
入
仕
候
御
方
様
者

右
之
外
ニ
御
菓
子
等
献
上
仕
候
事
も
御
座
候
へ
共
、
夫
々
別
段
之
義
ニ
付
相

除
、
表
向
先
例
之
所
計
相
認
置
候
間
、
其
段
御
心
得
置
可
被
下
候
、
近
例
ハ
松

平
和
泉
守
様
御
巡
見
有
之
ニ
付
御
同
所
様
へ
御
問
合
ニ
も
可
相
成
哉
ニ
奉
存

候
、
何
分
手
筋
之
所
先
役
又
兵
衛
殿
共
御
相
談
之
上
可
然
御
取
計
可
被
下
候



（
以
上
第
三
段
）

第
二
段
の
一
項
目
は
、
脇
坂
家
は
館
入
で
は
な
い
の
で
そ
の
不
都
合
を
ま
ず
解

消
す
る
必
要
が
あ
る
。
二
項
目
は
、
館
入
で
あ
っ
て
も
な
く
て
も
応
対
は
基
本
的

に
は
変
わ
ら
な
い
が
、
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
の
場
合
は
ま
ず
館
入
を
願
う
よ

う
先
方
か
ら
指
示
さ
れ
て
館
入
に
な
り
、
万
端
好
都
合
に
運
び
、
館
入
の
負
担
も

た
い
し
た
こ
と
は
な
い
。
三
項
目
は
、
先
例
の
と
お
り
儀
礼
の
実
施
を
願
う
内
願

は
、
表
方
役
人
よ
り
は
勝
手
方
賄
方
な
ど
の
ほ
う
が
よ
い
。
四
項
目
は
、
館
入
で

な
く
て
も
う
ま
く
願
っ
て
御
目
見
な
ど
で
き
る
よ
う
、
拝
領
は
難
し
い
か
も
知
れ

な
い
が
、
上
下
を
拝
領
で
き
れ
ば
大
変
好
都
合
で
あ
る
（
結
局
、
館
入
に
な
ら
ず

に
上
下
を
拝
領
し
た
）。
五
項
目
は
、
館
入
願
に
実
印
を
押
し
た
紙
が
入
用
の
場

合
は
江
戸
で
保
管
の
紙
で
差
出
す
よ
う
に
。
六
項
目
は
、
江
戸
発
駕
前
早
く
出
願

や
役
人
名
前
・
日
程
の
把
握
を
す
る
よ
う
に
。
七
項
目
は
、
当
時
は
た
ま
た
ま
九

代
友
視
が
没
し
て
十
代
友
訓
が
相
続
す
る
前
と
い
う
時
期
で
あ
り
、
友
視
病
気
に

つ
き
名
代
友
訓
と
す
る
こ
と
も
視
野
に
い
れ
て
当
た
る
よ
う
に
（
結
局
、
見
分
ま

で
に
友
訓
の
相
続
が
銅
座
か
ら
許
可
さ
れ
た
）。

次
に
先
例
の
積
重
ね
に
よ
っ
て
一
定
の
様
式
を
確
立
し
た
各
項
目
に
つ
い
て
見

て
い
き
た
い
。

七

挨
拶
と
手
札

老
中
見
分
の
一
回
目
は
見
分
直
後
と
大
坂
発
駕
に
、
主
人
泉
屋
吉
左
衛
門
（
友

昌
）
が
本
陣
玄
関
で
家
臣
に
見
分
の
謝
意
・
発
駕
の
祝
意
を
述
べ
、
手
札
を
置
い

た
。
そ
の
文
面
は
、
銅
吹
所
被
為
成
御
見
分
、
冥
加
至
極
難
有
仕
合
奉
存
候
、

乍
恐
奉
窺
御
機
嫌
候

と

乍
恐
御
発
駕
御
祝
詞
奉
申
上
候

で
、
署
名
の
部
位

は
空
白
で
あ
る
。
二
回
目
は
見
分
直
後
の
礼
勤
の
み
記
録
に
あ
り
、
手
札
の
署
名

の
部
位
は
空
白
で
あ
る
。
一
回
目
・
二
回
目
と
も
老
中
の
大
坂
入
り
よ
り
前
に
接

触
し
た
形
跡
は
な
い
。
ま
た
見
分
入
来
以
前
、
大
坂
到
着
を
出
迎
え
た
旨
後
年

（
三
回
目
の
と
き
）
主
張
す
る
が
、
は
っ
き
り
し
な
い
。

（

）

三
回
目
は
大
坂
町
奉
行
所
か
ら
老
中
見
分
を
予
告
さ
れ
る
と
、
住
友
の
江
戸
中

橋
店
が
老
中
屋
敷
で
家
臣
に
接
触
し
た
。
日
程
の
把
握
に
は
松
山
藩
の
江
戸
藩
邸

も
協
力
し
て
く
れ
た
。
大
津
で
手
代
が
出
迎
え
た
。
そ
の
手
札
は
記
録
に
よ
る
と

用
件
の
文
面
は
な
く
、
肩
書
は

予
州
別
子
立
川
両
御
銅
山
師
并
御
用
糺
吹
師

大
坂
泉
屋
万
十
郎
代
半
右
衛
門

で
あ
っ
た
。
大
坂
で
は
、
御
機
嫌
伺
い
の
実
績

の
な
い
町
人
の
接
触
が
町
奉
行
か
ら
禁
止
さ
れ
た
の
で
、
実
績
を
届
け
出
た
。
そ

の
史
料
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
天
明
八
年
）
六
月
朔
日

一
夜
前
七
ツ
時
御
触
在
之
、
越
中
守
様
御
着
坂
之
上
前
々

罷
出
候
も
の
在
之

候
ハ

早
々
可
申
出
旨
被
仰
渡
ニ
付
、
此
方

伺
書
左
之
通

乍
恐
以
書
付
奉
窺
候

松
平
越
中
守
様
当
地
御
旅
館
江
町
人
共
御
窺
ニ
罷
出
候
儀
無
用
ニ
可
仕
、
乍

併
前
々

罷
出
候
者
は
格
別
ニ
候
条
、
御
月
番
御
役
所
江
早
々
相
窺
、
御
差

図
奉
請
候
様
御
触
之
趣
奉
畏
候
、
私
儀
去
寛
延
三
午
年
二
月
本
多
伯
耆
守
様

并
宝
暦
二
年
申
六
月
松
平
右
近
将
監
様
当
地
へ
御
越
之
節
、
御
旅
館
へ
御
窺

ニ
罷
出
候
例
御
座
候
ニ
付
、
此
度
も
右
先
例
之
通
乍
恐
御
旅
館
江
御
窺
ニ
罷

出
申
度
、
此
段
奉
伺
候
、
以
上

近世中後期、老中の住友銅吹所見分と御目見・献上・拝領



年
号
六
月
朔
日

泉
屋
万
十
郎

病
気
ニ
付

代
慶
蔵
印

御
奉
行
様

右
書
付
持
参
、
西
御
金
方
役
所
江
昼
時
罷
出
候
処
、
則
永
田
恒
左
衛
門

殿
御
逢
、
右
御
窺
ニ
は
何
ケ
度
程
罷
出
候
事
哉
其
段
申
上
候
様
、
且
江

戸
ニ
而
御
願
申
候
は
い
つ
れ
へ
罷
出
候
哉
、
是
又
申
上
候
様
ニ
と
の
事

也
、
仍
之
慶
蔵
即
刻
戻
り
、
別
紙
認
持
参
左
之
通

乍
恐
口
上
覚

一
松
平
越
中
守
様
江
御
窺
ニ
罷
出
候
先
格
之
儀
御
別
紙
奉
伺
候
所
、
猶
又

委
敷
御
尋
被
為
遊
候
ニ
付
左
ニ
奉
申
上
候

御
出
迎

御
機
嫌
伺

御
式
台
迄

御
発
駕
恐
縮

右
之
通
ニ
御
座
候

一
於
江
戸
表
右
御
用
人
中
様
迄
私
名
代
喜
右
衛
門
奉
伺
、
大
津
駅
迄
御
出

迎
相
勤
候
儀
ニ
御
座
候

右
之
段
御
尋
ニ
付
乍
恐
以
書
付
奉
申
上
候
、
以
上

天
明
八
申
年
六
月
朔
日

泉
屋
万
十
郎

病
気
ニ
付

代
慶
蔵
印

御
金
方
御
役
所

四
回
目
は
名
代
が
京
都
ま
で
迎
え
に
出
た
。
泉
屋
万
十
郎
（
住
友
家
七
代
友

輔
）
の
屋
号
が
和
泉
守
と
同
音
で
あ
る
の
で
遠
慮
し
て

銅
吹
屋
万
十
郎

と
自

称
し
、
銅
山
師
并
糺
吹
師
の
肩
書
も
使
用
し
な
か
っ
た
。

五
回
目
以
後
住
友
の
肩
書
は
三
回
目
と
同
じ
く

予
州
別
子
立
川
両
御
銅
山
師

并
御
用
糺
吹
師

泉
屋
吉
次
郎

で
あ
る
。
御
用
糺
吹
師
は
明
和
銅
座
設
置
以
後

の
も
の
で
あ
る
。
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
銅
山
御
用
達
の
肩
書
と
住
友
の
苗
字

使
用
の
許
可
を
得
た
の
で
、
九
回
目
は
予
州
御
銅
山
御
用
達
住
友
吉
次
郎
（
九
代

友
聞
）、
一

回
目
以
後
は
銅
山
御
用
達
住
友
吉
次
郎
と
称
し
た
。
一

回
目
の

老
中
は
四
回
目
と
同
じ
松
平
和
泉
守
で
あ
り
、
住
友
は

和
泉

と
同
音
で
は
な

い
の
で
遠
慮
し
な
か
っ
た
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
住
友
の
家
格
の
向
上
が
反
映

し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
一
一
回
目
の
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
水
野
出
羽
守
の

見
分
の
と
き
、
名
札
認
方
左
之
通
、
小
奉
書
寸
法
手
本
之
通

と
あ
っ
て
、
次

の
よ
う
に
あ
る
。
こ
れ
ら
は
大
坂
で
主
人
が
出
向
く
場
合
の
も
の
で
、
ほ
ぼ
定
型

で
あ
る
。乍

恐
御
出
迎
奉
申
上
候

銅
山
御
用
達

住
友
吉
次
郎

乍
恐
御
着
御
祝
詞
奉
申
上
候

銅
山
御
用
達

住
友
吉
次
郎

乍
恐
御
機
嫌
御
窺
奉
申
上
候

住
友
吉
次
郎

乍
恐
御
滞
留
中
御
窺
奉
申
上
候

住
友
吉
次
郎

銅
吹
所
被
為
遊
御
巡
見
難
有
仕
合
奉
存
候
、
乍
恐
右
御
礼
奉
申
上
候

銅
山
御
用
達

住
友
吉
次
郎

上
下
の
拝
領
が
あ
っ
た
場
合
に
は
そ
の
御
礼
の
手
札
も
あ
る
。



八

御
目
見

御
目
見
が
記
録
に
は
っ
き
り
あ
る
の
は
四
回
目
と
九

一
三
回
目
で
、
五

八

回
目
は
主
人
が
幼
少
や
病
気
で
応
接
に
は
後
見
の
手
代
が
当
た
っ
た
か
ら
御
目
見

は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
四
回
目
は
そ
れ
ま
で
の
老
中
巡
見
と
違
っ
て
将

軍
の
上
洛
に
伴
う
大
坂
滞
在
中
の
見
分
で
あ
り
儀
礼
万
端
簡
素
で
あ
っ
た
か
ら
御

目
見
は
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
御
目
見
の
記
事
を
例
示
す
る
と
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

四
回
目
（
寛
政
元
年
閏
六
月
二
十
日
）

一
今
廿
日
六
ツ
時
御
目
通
之
御
案
内
ニ
付
、
夜
前
八
ツ
時

舟
ニ
而
御
旅
館

前
へ
罷
出
、
夜
明
ヲ
相
待
ツ
、
五
ツ
時
御
見
分
御
出
掛
之
御
目
見
被
為
仰

付
、
御
跡
ニ
而
御
酒
被
下
置
候
事
、
凡
同
席
廿
五
人
程
在
之

御
吸
物

御
小
皿

同

同

同
い
も
等

右
相
済
、
御
目
見
御
礼
と
し
て
相
廻
候
事

九
回
目
（
文
化
十
二
年
八
月
二
十
日
）

一
御
老
中
様
御
入
之
節
御
内
用
人
萩
山
兵
助
様

友
聞
江
明
日
朝
六
ツ
時
御

目
見
可
被
仰
付
候
間
、
内
献
上
之
扇
子
も
持
参
致
候
様
被
仰
付
候
ニ
付
、

翌
廿
日
朝
扇
子
持
参
御
玄
関
江
差
出
候
処
、
御
銀
主
中
両
人
宛
御
目
見
被

仰
付
候
、
此
方
者
平
五
殿
と
一
緒
ニ
御
呼
出
し
有
之
而
か
ハ
る
事
も
な
き

や
と
御
言
葉
被
下
置
候

一

回
目
（
文
政
五
年
十
一
月
二
十
七
日
）

一
今
廿
七
日
御
目
見
へ
可
被
為
仰
付
、
御
出
立
前
ニ
出
勤
仕
候
様
被
仰
付
ニ

付
、
今
晩
七
ツ
時

左
ニ

友
聞
公

若
党
重
蔵

勇
右
衛
門

男
三
人

壱
枚

乍
恐
御
機
嫌
御
窺
奉
申
上
候

住
友
吉
次
郎

右
之
通
出
勤
、
尤
外
ニ
紅
梅
船
壱
艘
先
へ
廻
ス

七
八
枚

乍
憚
御
滞
留
中
御
伺
奉
申
上
候

住
友
吉
次
郎

一
持
参
之
品
々

一
紅
白
氷
研
砂
糖
壱
箱

一
扇
子
五
本
入
壱
箱

但
殿
様
御
献
上
之
分
皆
台
ニ
乗
ル

外
ニ

下
ケ
札

銅
山
御
用
達

住
友
吉
次
郎

一
カ
ス
テ
イ
ラ
壱
斤
半
入

御
家
老
壱
人

但
桐
之
操
足
箱

台
ニ
乗
ル

右
同
様
下
ケ
札
付
ル

一
同
壱
斤
入

用
人
弐
人
御

但
右
同
断

御
賄
方
弐
人

台
な
し

御
側
壱
人

長
手
札
箱
ノ
上
ニ
銅
山
御
用
達
ノ

張

右
御
逗
留
中
并
ニ
御
餞
別
相
兼
極
早
朝
勇
右
衛
門
持
参
、
口
上
ハ
御
逗
留
御

窺
御
挨
拶
而
已
申
上
差
出
ス

（
中
略
）

一
御
用
人
様

御
広
間
之
次
友
聞
御
案
内
被
下
、
暫
ク
い
た
し
候
内

殿
様
御

出
立
か
け
に
右
之
居
間
へ
態
々
被
為
成
御
出
浮
、
結
構
御
言
葉
被
為
置
下
、

即
時
御
出
立
、
御
立
合
御
家
老
・
御
用
人
、
続
而
佐
藤
様

被
仰
付
候
は
、

近世中後期、老中の住友銅吹所見分と御目見・献上・拝領



御
料
理
可
被
下
之
所
混
雑
ニ
付
略
儀
と
し
て
御
目
録
金
子
三
百
疋
被
下
置
候

事
老
中
は
数
日
の
大
坂
滞
在
中
に
巡
見
の
合
間
を
縫
っ
て
縁
故
の
町
人
た
ち
に
御

目
見
さ
せ
る
の
で
、
日
時
の
調
整
は
な
か
な
か
大
変
で
、
長
時
間
の
待
機
も
し
ば

し
ば
で
あ
っ
た
。

九

献
上
・
拝
領
・
館
入

四
回
目
か
ら
献
上
や
付
届
け
が
始
ま
り
、
拝
領
の
出
願
も
始
ま
っ
た
。
四
回
目

の
松
平
和
泉
守
（
乗
完
）
の
と
き
、
見
分
の
報
知
の
あ
る
前
、
所
司
代
か
ら
老
中

へ
の
昇
任
を
知
っ
て
見
分
の
あ
る
こ
と
を
察
知
し
、
中
橋
店
か
ら
祝
儀
の
中
啓
を

持
参
さ
せ
た
。
乗
完
の
先
代
乗
佑
が
大
坂
城
代
在
任
中
に
館
入
と
な
り
、
六
代
友

紀
が
度
々
御
目
見
・
拝
領
に
預
か
っ
た
由
緒
を
も
っ
て
、
献
上
・
御
目
見
を
実
現

し
た
。

一
御
老
中
松
平
和
泉
守
様
御
上
京
、
大
坂
表
御
巡
見
と
し
て
閏
六
月
十
八
日
中

嶋
松
山
屋
敷
江
御
着
、
以
前

御
館
入
ニ
付
、
京
都
御
旅
館
江
被
為
恐
悦
手

代
藤
右
衛
門
を
以
御
熨
斗
献
上
、
於
爰
元
飛
龍
水
壱
箱
献
上
、
当
所
ニ
て
ハ

友
輔
直
々
相
勤
、
御
目
見
、
御
酒
被
下
置
、
吹
所
も
御
見
分
有
之
ニ
付
、
越

中
守
様
被
為
入
候
例
之
通
取
結
、
前
後
無
滞
相
済
候
事（

）

熨
斗
は
こ
の
と
き
は
京
都
で
献
上
し
た
が
、
次
の
五
回
目
か
ら
は
銅
吹
所
見
分

終
了
後
本
陣
の
玄
関
へ
持
参
、
献
上
し
て
恒
例
化
し
た
。
拝
領
は
こ
の
回
は
成
ら

な
か
っ
た
。
五
回
目
の
松
平
伊
豆
守
（
信
明
）
家
は
館
入
で
は
な
か
っ
た
が
、
諸

事
先
例
の
と
お
り
と
し
て
依
頼
は
し
た
も
の
の
拝
領
は
実
現
し
な
か
っ
た
。

八
回
目
の
安
藤
対
馬
守
（
信
成
）
に
は
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
江
戸
中
橋

店
が
館
入
に
な
っ
た
。
安
藤
信
成
は
文
化
四
年
（
一
八

七
）
住
友
銅
吹
所
を
見

分
し
、
紋
付
上
下
の
拝
領
を
許
可
し
た
。
住
友
が
老
中
見
分
八
回
目
で
初
め
て
得

た
拝
領
品
で
あ
る
。

一

回
目
の
松
平
和
泉
守
（
乗
寛
）
は
四
回
目
の
乗
完
の
次
代
の
西
尾
藩
主
で

館
入
で
あ
り
、
垢
付
の
麻
上
下
の
拝
領
を
許
し
た
。
一
二
回
目
の
松
平
和
泉
守

（
乗
全
）
は
そ
の
次
代
で
あ
る
。

一
三
回
目
の
脇
坂
中
務
大
輔
（
安
宅
）
は
館
入
で
は
な
か
っ
た
が
上
下
を
拝
領

し
た
。
住
友
で
は
三
町
人
の
尼
崎
又
右
衛
門
の
働
き
に
よ
る
と
認
識
し
て
い
た
。

一

座
敷
の
供
応
と
給
仕

住
友
銅
吹
所
の
案
内
は
最
初
の
回
か
ら
主
人
が
行
っ
た
。
座
敷
で
は

石
箱

（
鉱
石
や
銅
の
見
本
、
製
銅
の
説
明
書
添
付
）
の
供
覧
・
献
上
と
茶
菓
子
の
供
応

を
す
る
。
は
じ
め
給
仕
は
三
町
人
の
尼
崎
又
右
衛
門
が
勤
め
、
住
友
の
主
人
は
次

の
間
ま
で
持
参
し
た
。
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
主
人
吉
次
郎
（
九
代
友
聞
）

が
直
接
給
仕
し
、
以
後
恒
例
化
し
て
先
例
書
に
も
記
載
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
文

化
十
二
年
の
状
況
は
次
の
史
料
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
上
略
）
吹
方
次
第
巨
細
ニ
御
覧
相
済
、
御
座
鋪
江
酒
井
様
計
り
御
通
り
被

為
在
候
ニ
付
、
例
之
通
御
薄
茶
・
御
干
菓
子
・
御
蒸
菓
子
・
田
葉
粉
盆
并
御

煎
茶
・
吹
方
次
第
書
・

石
箱
等
差
出
、
至
極
御
機
嫌
克
被
為
在
、
煎
茶
宜

敷
今
一
盞
と
御
意
有
之
差
上
候
、
座
敷
廻
り
庭
前
抔
御
賞
美
之
御
挨
拶
有

之
、
寛
々
御
休
足
被
為
遊
、
初
夜
頃
御
帰
館
、
御
帰
道
長
堀
浜
側
西
江
長
堀



橋
北
江但

御
給
仕
通
ひ
之
義
友
聞

寺
嶋
江
申
談
、
寺
嶋

御
供
江
申
入
候

処
、
友
聞
相
勤
候
様
被
仰
付
、
寺
嶋
尼
崎
も
参
被
居
候
へ
共
如
何
ニ
存

候
哉
御
通
者
不
被
相
勤
、
御
烟
草
盆

石
箱
迄
不
残
友
聞
壱
人
ニ
而

相
勤
候
事

一
一

嘉
永
三
年
（
一
二
回
目
）
の
経
費
と
支
払
先

老
中
見
分
応
接
の
経
費
の
史
料
と
し
て
、
嘉
永
三
年
（
一
八
五

）
御
老
中

松
平
和
泉
守
様
御
巡
見
之
節
諸
入
用
控

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
数
字
は
簡
略

に
記
載
し
、
丸
数
字
を
挿
入
し
た
）。

五
四
二
匁
五

三
井
払

内

一

匁
五

緋
喚
鐘
紐
一
組

六
八
匁

御
家
老
様
江
相
贈
白
羽
二
重
一
反
代

四
六
四
匁

御
家
中
八
軒
江
相
贈
龍
門
八
反
代
、
別
帳
ニ
細
記

四
一
二
匁
三

虎
屋
払

内

一
一
匁

両
調
小
倉
山
一
棹

一
八
匁
七
五

新
紅
桜
一
五
・
水
仙
餅
一
五
、
合
三

四
三
匁
八

右
入
嶋
桐
野
良
蓋
二
重
操
足
、
絹
真
田
紐
付
并
二
重

操
足
居
台
共

但
殿
様
御
滞
留
中
為
御
窺
献
上
用

七
一
匁
二
五

白
黒
小
倉
野
数
一
五

、
内
白
餡
五
分
五
厘
替
、
黒

餡
四
分
替

二
四
匁

右
入
杉
操
足
桜
皮
留
三

入
箱
五
ツ
代

但
御
逗
留
中
為
御
見
舞
御
家
老
粟
生
新
助
様
外
、
御
勝
手
御
用

人
・
御
側
御
用
人
・
御
公
用
人
御
両
人

御
五
方
江
一
箱
宛

四
七
匁
五

白
黒
小
倉
野
数
一

代
、
直
段
前
同
断

八
匁

右
入
杉
桜
皮
留
二

入
平
箱
五
ツ

但
御
勘
定
奉
行
并
御
賄
方
三
人

四
人
江
右
同
断
、
外
ニ
一
箱
相

残
り
候
処
、
松
山
御
留
主
居
長
屋
氏
此
度
格
別
御
世
話
ニ
相
成
候

ニ
付
相
贈
、
尤
是
は
此
度
限
り
定
例
ニ
相
成
不
申
候
事
別
帳
ニ
細

記
一
五
匁
七

金
百
疋
、
別
縁
高
詰
干
菓
子
一
組
、
殿
様
上
り

八
匁
六

御
案
内
御
町
奉
行
柴
田
様
上
り
、
縁
高
詰
右
同
断

八
匁
五

別
好
松
重
一
棹

四
匁
八

銘
西
王
母
一

一
八
匁

松
風
三
斤

五
三
匁
二

紅
白
小
緑
四
斤

四
九
匁
二

同
菊
輪
四
斤

三

目

三
匁
替
羊
羹
一

棹

但
御
巡
見
之
節
入
用
菓
子
計
り

一
七
三
匁

京
都
岡
村
払

内

八
六
匁

御
末
広
一
本
代

一
七
匁
五

右
入
嶋
桐
野
良
蓋
二
重
操
箱
并
金
滅
金
菊
座

薄
着

四
ツ
打
房
付
紐
共
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九
匁

右
居
台
檜
木
柾
目
二
重
操
足
上
磨
金
滅
金

打

一
七
匁
五

嶋
桐
五
本
入
扇
子
一
箱

三
匁
五

右
居
台
一
枚

但
御
老
中
様
京
都
御
着
之
節
献
上
用

八
匁

扇
子
五
本
入
一
箱
、
御
家
老
様
上
り
、
右
同
断

三

目

同
三
本
入
六
箱
、
外
御
公
用
人
・
御
側
御
用
人
・
御

勘
定
奉
行
・
御
勝
手
用
人
・
御
賄
方

六
人
様
へ
右

同
断

一
匁
五

金
滅
金
菊
座

一
具
代

但
殿
様
献
上
に
相
成
御
菓
子
箱
へ
付
ル
分

八
匁
九
五

京
都
袋
師
友
湖
払

内

八
匁
六

紫
帛
紗
一
ツ

匁
三
五

下
シ
賃

五
九
匁
八

京
都
楽
吉
左
衛
門
払

内

三

目

黒
天
目
茶
碗
一
ツ

二
一
匁
五

同
赤
一
ツ

六
匁
五

右
二
ツ
入
箱
代

一
匁
八

下
シ
賃

三
四
匁
八

京
屋
四
郎
兵
衛
払
、
台
挑
灯
四
張
側
代
共

八
匁
五

竹
田
佐
清
払

内

七
匁
五

極
上
々
喜
撰
半
斤

一
匁

樅
箱
代

二
四
匁

京
都
指
物
師
利
斎
払

内

一
八
匁

小
片
口
一
ツ

四
匁
五

右
入
箱
代

一
匁
五

下
し
賃

三
四

目
六

藤
五
払

内

二
六
匁

槻
木
地
天
目
蓋
付
二
組

七
匁

右
入
桐
箱
二
ツ

五
匁

同
二
組
摺
漆
代

一
八
匁

檜
懸
行
燈
四
ツ

二
一
匁
六

五
寸
燭
台
覆
行
燈
八
ツ
代

二
八
匁

右
同
断
新
拵
朱
塗
大
一
ツ

四
三
匁

同
小
形
二
ツ

三
三
匁

同
塗
溜
二
ツ

四
八
匁

春
慶
木
具
一

枚

五
一
匁

角
手
燭
一
五
本

六

目

槻
火
鉢
台
三
ツ
、
黒
六
合
塗
手
間
代
共

七
五
匁

大
万
払
、
染
付
茶
呑
茶
碗
数
一

代

三

目
九
三

四
ツ
橋
播
源
払

内

三

目

煙
管
一

対

匁
九
三

古
煙
管
喇
竿
一

本
仕
替
代

一
一
匁
二
五

唐
佐
払
、
桐
形
間
似
合
四
五
枚
、
東
座
敷
襖
張
替
用

一
三
六
匁

指
利
払



内

一
六
匁

献
上
用
熨
斗
台
一
枚

九
匁
五

嶋
桐

石
箱
一
ツ
、
献
上
用

二
匁
五

同
右
居
台
一
枚

一
六
匁
五

莨
盆
一
面

二
八
匁

木
具
二
枚

九
匁

大
形
縁
高
一
ツ

二

目

嶋
桐
駒
下
駄
二
足

二
四
匁

檜
木
柾
板
三
宝
一
面

三
匁

刀
掛
一
ツ
、
上
削
仕
立
直
シ

七
匁
五

御
滞
留
相
済
御
発
駕
後
為
御
歓
東
御
町
奉
行
江
海
魚

献
上
之
節
入
用
肴
台
一
枚
代

一
匁
八

薩
八
払
、
献
上
用

石
箱
江
付
ル
絹
真
田
萌
黄
五
分

二
尺
八
寸
代

三
四
匁
九

炭
五
払

内

一
五
匁

不
許
手
水
桶
一
ツ

五
匁

駒
下
駄
一
足

一
匁
五

同
鼻
緒
五
筋

九
匁

白
御
灰
吹
三

本

三
匁

黒
も
ぢ
楊
枝
一

本

匁
七

柳
丸
箸
一

膳

匁
七

青
竹
灰
吹
二
本

六
六
匁
九
四

松
善
払

内

四
四
匁
六
四

提
燈
御
用
張
一

張
替

九
匁
三

同
新
側
四
ツ

五
匁
四
三

大
閑
燈
二
ツ
張
替

四
匁
三

水
鉄
砲
用
同
一
ツ

三
匁
二
七

紋
付
箱
提
燈
一
ツ
張
替

一
二
匁
五

泉
卯
払

内

七
匁
五

御
巡
見
無
滞
相
済
候
ニ
付
為
御
礼
献
上
用
大
新
熨
斗

六
枚
一
連

五
匁

床
錺
用
同
四
枚
一
連

六
一
匁
五

泉
覚
払
、
蝋
燭
三
拾
目
掛
一
五
斤
代

三

目
六
六

泉
弥
払
、
同
五
斤
、
五
拾
目
掛
二
斤
六
歩
代

一
三
五
匁
一
二

綛
伴
払
、
同
五
拾
目
懸
五
斤
半
、
三
拾
目
掛
二

斤
、
八
匁
掛
三
斤
、
五
匁
掛
二
斤
代

八
匁
三

朝
陽
堂
払

内

五
匁

御
家
中
へ
進
物
用
、
絵
紙
千
代
皿
一

枚
代

一
匁

同
折
熨
斗
二
包
代

二
匁
三

同
熨
斗
紙
五

枚
代

二
七
匁
八
五

河
芳
払

内

二

目

御
老
中
下
見
分
と
し
て
地
方
・
川
方
御
与
力
衆
・
同

心
衆
見
廻
り
入
来
之
節
干
菓
子
五
種
取
合
二
斤
代

七
匁
八
五

金
弐
朱
、
御
老
中
様
御
先
役
太
田
重
三
郎
様
へ
相
贈

折
詰
干
菓
子
一
箱
代
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二
四
匁

和
田
払

内

八
匁

下
見
分
之
節
入
用
山
富
貴
一
斤
代

一
六
匁

御
巡
見
之
節
入
用
右
同
断
二
斤
代

三
五
匁

大
多
払

内

一
四
匁

松
山
御
留
主
居
長
屋
七
郎
兵
衛
様
相
贈
松
魚
双
連
代

二
一
匁

同
御
内
用
方
三
軒
山
内
氏
・
安
在
氏
・
富
田
氏

松

魚
一
連
宛
相
贈
代

但
御
老
中
様
御
滞
留
無
御
滞
相
済
候
ニ
付
為
歓
相
贈
、
先
例
之
通

八
八
匁
五
六

御
老
中
様
為
御
出
迎
名
代
源
兵
衛
伏
見
并
京
都
迄
登

り
候
節
諸
入
用
別
紙
ニ
細
記

一
五
匁
六
三

金
百
疋
、
御
発
駕
之
節
今
里
迄
御
見
送
り
罷
越
候
砌

休
足
処
挨
拶
新
屋
喜
兵
衛
へ
遣
ス

一
一
二
匁

四

御
巡
見
無
滞
相
済
候
ニ
付
夫
々
心
付
左
ニ

内

三
一
匁
二
五

金
弐
百
疋
、
狩
野
宗
朴
殿
挨
拶

一
五
匁
六
三

金
百
疋
、
同
御
弟
子
江

七
匁
八
一

金
弐
朱
、
松
山
御
留
主
居
若
党
江
心
付
、
是
は
御
滞

留
中
種
々
世
話
ニ
相
成
ニ
付
、
定
例
ニ
不
相
成
事

七
匁
八
一

金
五
拾
疋
、
御
巡
見
当
日
被
相
詰
候
ニ
付
曽
根
氏
江

心
付

九
匁
二

銭
壱

文
、
右
同
断
両
三
日
出
入
方
伊
勢
嘉
手
伝
ニ

参
り
候
ニ
付
心
付
遣
ス

一
四
匁
七
二

銭
壱

六
百
文
、
当
地
御
滞
留
中
喜
助
増
番
両
人
宛

四
日
雇
賃
、
一
夜
ニ
付
四

文
宛

七
匁
六
六

銭
八
百
文
、
御
滞
留
中
定
供
致
し
候
ニ
付
出
入
方
清

七
江
三

文
、
御
供
市
助
へ
五

文
心
付
遣
ス

七
匁
八
一

金
弐
朱
、
御
巡
見
之
節
火
之
元
気
ヲ
付
為
心
付
天
王

寺
与
兵
衛
江
差
遣
ス

六
匁
三
五

銭
七
百
文
、
右
同
断
本
番
喜
助
江
遣
ス

三
匁
八

銭
四
百
文
、
右
同
断
加
番
之
者
江
遣
ス

合
二
貫
五
一
二
匁
四
三

こ
れ
ら
の
経
費
を
、
老
中
へ
の
献
上
関
係
、
家
臣
へ
の
進
物
、
町
奉
行
関
係
、

松
山
藩
邸
関
係
、
調
度
備
品
、
茶
や
菓
子
な
ど
の
食
料
、
送
迎
・
心
付
に
分
け
る

と
表

の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
こ
に
襖
張
替
用
紙
代
の
記
載
は
あ
る
が
、
繕
普
請

は
他
に
畳
替
え
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
の
に
計
上
が
な
い
。
そ
の
他
、
町
奉
行
宛

肴
台
代
が
計
上
さ
れ
て
い
る
の
に
肴
代
の
計
上
が
な
い
な
ど
が
目
に
つ
く
が
、
主

要
な
も
の
は
記
載
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
安
政
四
年
（
一
八
五

七
）
の
と
き
両
町
奉
行
へ
献
上
の
魚
代
は
一
両
二
歩
で
、
一
人
三
歩
で
あ
り
、
嘉

永
三
年
で
は
四
六
匁
八
九
に
あ
た
る
。

老
中
見
分
は
住
友
の
栄
誉
で
あ
る
と
と
も
に
徳
川
幕
府
の

御
威
光

を
顕
す

行
事
で
あ
る
。
そ
の
応
接
・
贈
答
用
の
品
物
、
と
く
に
老
中
に
直
接
か
か
わ
る
品

物
の
調
達
先
は
著
名
な
業
者
で
あ
る
。
前
掲
史
料
の

岡
村
、

袋
師
友
湖
、

楽
吉
右
衛
門
、

指
物
師
利
斎
は
、
い
ず
れ
も

京
羽
津
根

に
出
て
い
る
京
都

の
格
式
の
高
い
業
者
で
あ
る
。
末
広
師
岡
村
は
住
友
の
親
類
で
戸
沢
上
総
介
用
達

で
も
あ
る
。

三
井
は
大
坂
の
三
井
越
後
屋
、

は
大
坂
高
麗
橋
三
丁
目
の
虎
屋
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表 老中見分応接経費（嘉永 年）

支払先・用途 摘要 価額計 老中 老中家臣 町奉行他 松山藩邸 食料 送迎 調度 備品
三井 紐・反物
虎屋 菓子
京都岡村 扇子
京都袋師友湖 袱紗
京都楽吉左衛門 茶碗
京屋四郎兵衛 提灯
竹田佐清 茶
京都指物師利斎 小片口
藤五 木地道具
大万 茶碗
四ツ橋播源 煙管
唐佐 間似合紙
指利 熨斗台他
薩八 紐
炭五 下駄 灰吹他
松善 提灯
泉卯 熨斗
泉覚 蝋燭
泉弥 蝋燭
綛伴 蝋燭
朝陽堂 絵紙千代皿他
河芳 干菓子
和田 茶
大多 松魚
名代出迎諸入用
見送り心付
心付

計

御老中御見分扣 三番 に拠る。

単位 匁



伊
織
で
著
名
な
業
者
で
あ
り
、

は
四
ツ
橋
西
南
詰
播
磨
屋
源
蔵
で
あ
る
（

）
。
当
然

高
価
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
最
高
の
も
て
な
し
で
あ
っ
て
、
町
人
身
分
の
限
界
を
わ

き
ま
え
た
奢
侈
に
わ
た
ら
な
い
出
費
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

一
二

オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
の
応
接
・
贈
答

住
友
銅
吹
所
に
は
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
一
行
が
江
戸
参
府
の
帰
途
に
た
び
た
び
立

寄
っ
て
見
物
し
た
。
住
友
で
は
一
行
を
西
洋
式
の
食
卓
（
た
だ
し
料
理
は
日
本
料

理
）
で
も
て
な
し
、
土
産
や
餞
別
の
贈
答
を
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
人
を
見
物
す
る
た

め
の
群
衆
が
路
上
に
集
ま
り
、
縁
故
の
あ
る
人
々
は
中
に
は
い
っ
た
。
諸
藩
の
役

人
な
ど
は
座
敷
で
酒
食
を
摂
り
な
が
ら
見
物
で
き
る
よ
う
に
し
、
そ
の
他
の
人
々

は
臨
時
に
設
け
た
桟
敷
で
見
物
さ
せ
、
握
飯
・
煮
染
を
供
し
た
。
見
物
の
記
録
の

最
大
は
三

人
（
文
化
三
年
、
一
八

六
）
と
あ
り
、
文
政
元
年
（
一
八
一

八
）
は
見
物
二
五

人
、
白
米
の
消
費
が
九
斗
六
升
と
あ
っ
て
、
入
替
わ
り
を

想
定
す
る
と
人
数
は
誇
張
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
（

）

こ
れ
ら
の
経
費
は
数
百
目
程

度
で
、
老
中
応
接
費
用
の
数
分
の
一
で
あ
る
。
経
費
の
大
部
分
が
食
料
費
で
あ

る
。オ

ラ
ン
ダ
人
一
行
と
の
贈
答
を
記
録
で
見
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
五
月
十
五
日
入
来

大
通
詞
・
小
通
詞
か
ら
土
産
の
毛
氈
一
枚
宛
が
到
来
し
、
返
礼
に
桐
箱
入
別
蒔
絵

盃
三
枚
宛
（
代
銀
一
人
宛
一

匁
五
分
）
を
贈
っ
た
。

寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
五
月
二
十
六
日
入
来

蛮
酒
二
陶
到
来
し
た
。

文
政
元
年
四
月
二
十
三
日
入
来

土
産
と
し
て
茴
香
酒
二
フ
ラ
ス
コ
が
到
来
し
た
の
で
、
翌
日
此
方
か
ら
蒸
菓
子
一

箱
三
五
入
を
贈
っ
た
。
内
訳
小
倉
野
・
常
盤
饅
頭
・
は
な
橘
、
箱
は
杉
、
足
な

し
、
桜
皮
留
め
。
他
に
外
療
（
医
師
）
か
ら
マ
ル
メ
ロ
石
（
大
理
石
か
）
二
枚
到

来
し
た
の
で
、
同
人
へ
煙
管
一
対
（
価
金
二
歩
位
）
と
宣
徳
花
瓶
一
箱
（
価
三
三

匁
五
分
）
を
贈
っ
た
。

文
政
五
年
三
月
二
十
四
日
入
来

翌
日
住
友
の
主
人
の
子
に
手
代
が
付
添
っ
て
銅
座
（
宿
舎
）
へ
梨
子
七
ツ
を
持
参

し
商
館
長
に
贈
り
、
コ
ッ
プ
二
ツ
を
贈
ら
れ
た
。
そ
こ
で
黒
塗
蒔
絵
楓
鹿
の
模
様

の
箱
田
葉
粉
入
一
を
住
友
か
ら
贈
っ
た
。

文
政
九
年
五
月
六
日
入
来

鼓
銅
図
録
一
冊
・

石
箱
一
を
贈
っ
た
。
こ
の
と
き
シ
ー
ボ
ル
ト
が
入
来
し
、
こ

の
贈
物
の
こ
と
も
日
記
に
記
述
が
あ
る
。
な
お
、
鼓
銅
図
録
は
老
中
に
一
回
（
文

政
八
年
）
贈
り
、
ま
た
長
崎
奉
行
・
大
坂
町
奉
行
ほ
か
に
贈
っ
た
記
録
が
あ
る
。

（

）

天
保
元
年
（
一
八
三

）
閏
三
月
十
九
日
入
来

オ
ラ
ン
ダ
人
か
ら
挨
拶
と
し
て
フ
ラ
ス
コ
入
命
酒
二
ツ
と
白
焼
蘭
製
煙
管
二
本
が

到
来
し
た
の
で
、
翌
日
求
肥
糖
二
箱
と
じ
ゆ
ん
菜
一
壷
を
持
参
し
贈
っ
た
。

天
保
五
年
四
月
十
五
日
入
来

土
産
と
し
て
フ
ラ
ス
コ
入
の
仏
手
甘
酒
と
茴
香
酒
、
肉
豆
蒄
一
壷
・
煙
管
二
本

（
白
焼
蘭
製
と
赤
焼
と
も
一
本
宛
）
が
到
来
し
た
の
で
、
酒
（
松
寿
）
二
樽
五
升

宛
入
と
求
肥
糖
二
箱
を
贈
っ
た
。
こ
の
酒
は
入
来
時
に
出
し
た
と
こ
ろ
甚
だ
気
に

入
っ
た
ら
し
く
数
盃
呑
ん
だ
の
で
贈
っ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
人
の
退
出
後
に
主
人
の
子



と
手
代
が
返
礼
に
出
向
き
贈
っ
た
と
こ
ろ
、
ま
た
ま
た
フ
ラ
ス
コ
入
白
赤
葡
萄
酒

二
ツ
を
貰
っ
た
。

天
保
九
年
四
月
十
六
日
入
来

商
館
長
か
ら
土
産
と
し
て
銘
酒
五
瓶
・
蜜
漬
一
壷
・
コ
ー
ヒ
イ
一
瓶
到
来
し
た
。

弘
化
元
年
（
一
八
四
四
）
三
月
二
十
七
日
入
来

土
産
と
し
て
ロ
ー
イ
ウ
ヱ
ン
・
ス
ー
テ
ウ
ヱ
ン
が
到
来
し
、
若
松
五
升
入
一
樽
・

求
肥
糖
一
斤
入
二
箱
を
贈
っ
た
。

嘉
永
三
年
（
一
八
五

）
四
月
十
三
日
入
来

土
産
と
し
て
酒
二
徳
利
・
煙
管
一

本
・
巻
煙
草
一
袋
・
刻
煙
草
二
袋
が
到
来

し
、
求
肥
糖
一
斤
入
一
箱
宛
を
餞
別
と
し
て
オ
ラ
ン
ダ
人
へ
贈
っ
た
。
餞
別
を
持

参
す
る
と
、
砂
糖
大
一
包
・
酒
一
徳
利
・
肉
豆
蒄
一
壷
を
贈
ら
れ
た
。

安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
二
月
十
九
日
入
来

土
産
と
し
て
フ
ラ
ス
コ
一

本
・
蜜
漬
二
ツ
が
到
来
し
た
。

検
使
と
通
詞
に
は
そ
れ
ぞ
れ
餞
別
を
贈
っ
た
。
明
和

天
明
の
こ
ろ
、
検
使
に

は
羽
織
の
胸
紐
五
掛
入
一
箱
、
通
詞
に
は
延
紙
各
一

束
、
文
政
以
後
は
検
使
に

は
扇
子
三
本
入
一
箱
と
延
紙
五
束
、
通
詞
に
は
延
紙
五
束
宛
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
酒
・
煙
管
な
ど
の
土
産
品
ら
し
い
品
物
だ
け
で
は
な
く
、
寛
政
元
年
に

は

フ
ラ
ン
ス
百
科
全
書

と

オ
ラ
ン
ダ
記
念
貨
幣
誌

を
オ
ラ
ン
ダ
語
の
献

辞
付
き
で
、
主
人
の
父
で
隠
居
の
吉
左
衛
門
（
友
紀
）
に
贈
ら
れ
た
。
（

）

こ
れ
ら
の

贈
答
は
さ
さ
や
か
な
が
ら
国
際
文
化
交
流
と
し
て
の
意
義
が
あ
る
。

老
中
の
応
接
も
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
の
応
接
も
多
大
の
出
費
と
労
力
を
伴
っ
て
非

日
常
の
空
間
を
演
出
し
、
も
て
な
し
を
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
と
く
に
オ
ラ
ン
ダ

商
館
長
の
応
接
は
大
坂
の
諸
階
層
の
大
き
な
楽
し
み
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、

鎖
国
制
度
の
も
と
に
お
け
る
日
常
の
生
活
意
識
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

近世中後期、老中の住友銅吹所見分と御目見・献上・拝領

（

）
拙
稿

近
世
住
友
銅
吹
所
幕
府
高
官
見
分
応
接
の
儀
礼
に
つ
い
て
（
そ
の

）

老
中
の
見
分

（
泉
屋
博
古
館
紀
要

第
一
九
巻
、
二

三
年
）

（

）
江
戸
の
阿
形
宗
智
ら
が
浅
草
御
蔵
の
足
尾
銅
の
輸
出
を
請
負
う
こ
と
と
そ
の
損

金
の
補
填
の
た
め
長
崎
の
銅
輸
出
惣
高
の
一
割
の
口
銭
徴
収
を
出
願
し
た
。
こ
れ

に
対
抗
し
て
銅
屋
仲
間
が
輸
出
銅
の
五
分
の
一
を
足
尾
銅
に
宛
て
て
請
負
っ
た
が

損
失
が
多
く
、
結
局
泉
屋
・
大
坂
屋
が
五
分
の
一
の
範
囲
で
足
尾
銅
の
輸
出
と
代

金
の
為
替
送
付
を
請
負
い
、
宗
智
ら
の
参
入
を
阻
止
し
た
。
小
葉
田
淳

近
世
、

足
尾
銅
山
史
の
研
究

（
日
本
銅
鉱
業
史
の
研
究

思
文
閣
出
版

一
九
九
三

年
）

（

）
こ
の
項
の
叙
述
は
主
と
し
て
、
住
友
史
料
叢
書

収
載
の

年
々
帳

無
番
、

銅
異
国
売
覚
帳
、

銅
座
公
用
留
、

銅
座
御
用
扣
、

別
子
銅
山
公
用
帳

一
番
、
宝
の
山
、
銅
会
所
公
用
帳
扣
（
享
保
二
年
）
に
拠
る
。

（

）
秋
田
県
立
秋
田
図
書
館
編

国
典
類
抄

第
一
一
巻
（
秋
田
県
教
育
委
員
会

一
九
八

年
）
六
六

頁

（

）
住
友
史
料
叢
書

収
載

年
々
諸
用
留

四
番
、
同

五
番

と
、
未
刊
の

年
々
諸
用
留

十
番

（

）

住
友
史
料
叢
書

収
載

年
々
諸
用
留

五
番

一
二
一
頁
以
下
、
二
三
二

頁
、
二
九
二
頁

（

）
住
友
家
文
書

長
崎
要
用
控
日
記

二
番
、

長
崎
御
奉
行
御
見
分
扣

一

番
、
同

二
番
、
同

三
番
、
同

四
番
五
番
、
同

六
番
。
元
文
三

年
帰
府
の
萩
原
美
雅
に
仲
間
が
着
坂
当
日
御
目
見
し
、
用
向
き
の
た
め
夜
に
な
る

ま
で
本
陣
に
詰
め
酒
を
出
さ
れ
た
の
で
、
翌
日
仲
間
か
ら
塩
鱈
三
尾
と
酒
一
斗
入

一
樽
を
差
上
げ
た
こ
と
が
あ
る
（
年
々
諸
用
留

五
番

二
四
一
頁
）
が
、
特
例

と
思
わ
れ
る
。

（

）
住
友
家
文
書

御
老
中
御
見
分
扣

三
番



（

）
住
友
史
料
叢
書

収
載

年
々
諸
用
留

六
番

と
未
刊
の

御
老
中
御
見
分

扣

一
番
。
以
下
本
稿
の
叙
述
は
と
く
に
断
ら
な
い
限
り
、
御
老
中
御
見
分
扣

一
番
、
同

二
番
、
同

三
番

に
拠
る
。

（

）
住
友
家
文
書

年
々
諸
用
留

九
番

（

）
新
撰
京
都
叢
書

収
載

花
洛
羽
津
根
（
文
久
三
年
版
）、
大
阪
経
済
史
料

集
成

収
載

浪
華
買
物
独
案
内

（
天
保
三
年
版
）
・

大
阪
商
工
銘
家
集

（
弘
化
三
年
版
）
に
拠
る
。

（

）
拙
稿

近
世
住
友
銅
吹
所
幕
府
高
官
見
分
応
接
の
儀
礼
に
つ
い
て
（
そ
の

）

オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
の
場
合

（
泉
屋
博
古
館
紀
要

第
一
七
巻
、
二

年
）

（

）
安
国
良
一

鼓
銅
図
録

の
書
誌
的
検
討

（
住
友
史
料
館
報

第
三

号

一
九
九
九
年
）

（

）
住
友
家
か
ら
寄
贈
さ
れ
て
現
在
は
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
の
所
蔵
で
、
特
別

展
示
の
機
会
に
展
示
さ
れ
る
。


